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本発表の概要

・ヤフーにおけるリテラシー教育に関する取り組み事例
└事例紹介）ヤフーきっず、ネット常識力模試、Yahoo!ニュース健診、フェイクニュース対策等

・リテラシー教育における指標について

・世代別の課題について

・補足資料
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【児童向け】ヤフーきっずの取り組み

1997年11月４日に、
社会貢献事業の一環としてサービス開始

2022年で25周年

UPDATE 生き抜く力

子どもの！

私たちYahoo!きっずは、

未来を築いていく世代（主に小学生）に対し、自分の人生を豊
かにするための新しい知恵や術を身につけられる場を提供すること

により、子どもたちが自ら学び、成長し、
主体的に幸せになる力を会得し、将来のあらゆる可能性を広げ

ることを実現します。
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●独自の検索システム
通常の検索と同じロボット型検索に独自フィルタリングの検索基盤を構築。検索

結果の充実と子どもたちの有害サイトへのアクセス防止の両軸を実現。

●学年別よみがなツール搭載
学年別配当漢字をもとに、難しい漢字は「かな」に変換。

●ソフトキーボード搭載
キーボードのタイピングに不慣れなお子さま向けに、

マウスで言葉を選択できるキーボードを用意。

子どもたちの学習支援となる機能を提供
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項目 平均PV/月 平均UB/月

全体 9,071万 307万

ヤフーきっずは、全国小学校の7割で授業に活用
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ヤフーきっずのリテラシーに関する取り組み

情報への接し方基本的なネット利用ルール 学びのコンテンツ提供

教育現場 家庭

こころとからだを学べる
特設サイト「ココカラ学園」

ゲーム

動画
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【全世代向け】ネット常識力模試の提供

SNS利用、フェイクニュース対策、インターネット
ショッピング、セキュリティ対策などの幅広いジャン
ルからインターネットを利用するうえで身につけて
おきたい基礎知識やよくあるインターネットトラブ
ルへの対応を学べる問題を全15問出題

■延べ受験者数
2021年、2022年２回合計で

114万人受講

https://net-literacy.yahoo.co.jp/
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【全世代向け】Yahoo!ニュース健診の提供

インターネットやSNSの普及などによって手軽
に多様な情報を得られる環境においては、デ
マや誤情報などを誰でも目にする可能性があ
り、情報を正しく読み解くことや、確証のない
情報を安易に拡散しないことなど、ユーザー
個人の情報判断力を向上する必要性が高
まっていると考え、自らの情報摂取における健
康診断コンテンツを提供。

■延べ受験者数
2022年2月～5月

11万人受講

平均正答率：約81％

https://news.yahoo.co.jp/kenshin/

Youtuber四千頭身、ブレイクスルー佐々木と連携
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Yahoo!ニュースアプリ閲覧傾向ログ機能

ユーザー自身がどんな記事を閲覧し
ているのかログを可視化する機能を
提供。特定ジャンルのみ閲覧してい
ないかを情報健康度をチェックできる。

どのようなアクティビティだったかレベル
で表示し、曜日別で何本の記事を
読んだか、コメントなど別機能へのア
クションログも確認できる。
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これまで中学２校、高校３校延べ１５クラス、短大、
大学11校、社会人講座3回およそ2000人が受講

専門家の監修を受けてフェイクニュースの基本的理解と
備えに関するコンテンツを制作

【全世代向け】フェイクニュース対策

製作したコンテ
ンツは授業に活
用。授業で得た
FBをコンテンツ
に活用させる
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【全世代向け】フェイクニュース対策

授業での知見、コンテンツはYahoo!ニュースや検索で繰り返し活用
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22年参院選に向けたリテラシー特集
ビジュアル図解でわかりやすく解説→ヤフートピックスで活用

情報摂取時のリテラシーについて有識者による解説→ニュース等で活用
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ヤフーの地方拠点カスタマーサポートセンター従業員による

学校現場での検索、リテラシー向上
のための親子向け授業を開催

検索に関する授業や、子供たちを守るイン
ターネットセーフティの授業を提供。素地を
学ぶ機会を提供。ベースがあることで、自ら
が情報収集をし興味関心の視野を広げること
ができるようにサポートする。

そのほかのリテラシーに関する取り組み

地方拠点従業員による講師派遣事業を展開
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教育啓発の効果測定について

よく用いられてきた指標

実施回数
参加・閲覧

人数
事後

アンケート
理解度
テスト

その場の「反応・学習」を測定

目指すべき成果：受講後、受講者の行動が変化したか＝行動変容

その後の「実行・成果」を測定するにはどうすべきか？
どこまで行動が変容することを目指すべきか？

目指すべき成果と指標
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実施した研究、実践と課題

教育啓発等の評価指標モデル
子どもたちのインターネット利用について考える研究会

第4期、第5期（2012年～2014年）

・行動意図（～したい）や行動（～する～した）に影響を与える要素
→社会心理学における行動変容するまでの論理を調査

・変化を現実的に把握するための手段として、行動意図の測定に着目
→啓発現場での実践と指標を用いた設問の開発を実施

利用に必要な能力のモデル化
子どもたちのインターネット利用について考える研究

会第6期（2014年～2015年）

・子どもの成長過程を4段階に分け、一つの段階を成長する毎に利用範囲を
少しずつ拡大する「段階的利用モデル」をアップデート

・オンラインコミュニケーション能力を支える要素を「能力（スキル）」「知
識」「倫理」に区分し、コミュニケーションを取る相手別に「求められる
力」を整理・具体化

測
定
方
法

必
要
な
力

＜得られた知見、成果＞
 教育啓発が目指す効果と効果測定で意識すべき項目の考え方を整理し、

啓発活動を行う際の普遍的な軸を持つことができた
 子どもたちのネット利用範囲を広げる際に必要な能力の考え方を、保護

者向けにわかりやすく伝えるツールを広く提供することができた

＜今後の課題＞
 多様化、多層化する「インターネットユーザー」が身につけるべきスキ

ルの指標化
→これからの時代に必要な力と育成手法の整理
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世代別のリテラシー課題について

若年
層

成年
層

中年
層

高齢
層

インターネットネイティブ世代 ネット端境期世代 非ネット利活用世代

児童向け
サービス

ネット常識力模試 Yahoo!ニュース健診

オンライン
で提供

フェイクニュース対策

オフライン
で提供

教育現場や団体にむけた出前講座による学びの機会、きっかけ作り

ネットリテラシー授業 情報リテラシー授業

現状の日本国内におけるスマホ利用者数を考えると、対策の基本は全世代がオンラインが基本と考える。
日常的に使うサービスにおいて、いかにきっかけを提供するかを考え、きっかけの流通導線を整備する必要がある。
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世代別のリテラシー課題について

若年
層

成年
層

中年
層

高齢
層

インターネットネイティブ世代 ネット端境期世代 非ネット利活用世代

現状の日本国内におけるスマホ利用者数を考えると、対策の基本はオンラインと考える。
日常的に使うサービスにおいて、いかにきっかけを提供するかを考え、きっかけの流通導線を整備する必要がある。

①家庭内でのネット利用リテラシー向上

②高齢家族に働きかける

ニュースなどユーザー数が多い既存サービス内でのリテラシー向上機会の提供

児童向け
サービス

ネット常識力模試 Yahoo!ニュース健診

オンライン
で提供

フェイクニュース対策

オフライン
で提供

教育現場や団体にむけた出前講座による学びの機会、きっかけ作り

ネットリテラシー授業 情報リテラシー授業
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appnedix



子どもたちのインターネット利用について考える研究会（子どもネット研）

子どもたちのインターネット利用について考える研究会（座長：お茶の水女子大学 教授 坂元 章）は、子どもたちのインターネット利用をより豊
かで安全なものにすることを目的として2008年に設立された研究組織です。さまざまな課題について調査研究を行い、保護者・行政・関連事業者
に向け、整理された情報を提供しています。

オンラインコミュニケーション利用の段階的利用モデル－利用は発達段階に応じて段階的に

「段階的利用モデル」では、子どもたちがインターネット利用及びオンラインコミュニケーションを始める
際の望ましい手順や身につけるべき能力を取りまとめています。
「段階的利用モデル」の大きな特徴の一つは、「子どもの発達」が段階になっている点です。
同じ学齢の子どもでも、「能力（スキル）」「知識」「倫理」は人それぞれです。そのため、本モデルでは
保護者が「自分の子どもがどの段階なのか」を各段階の「必要な力」で挙げられている項目について、それ
ができるかどうかを判定することで、子どもの発達段階にあわせた理想的な利用の仕方や次の段階に進むた
めの必要な指導が分かるようになっています。
https://www.child-safenet.jp/material/guide06_model/

2017年3月に公開した「未就学児の情報機器利用 保護者向けセルフ
チェックリスト（3歳から6歳）」を元に、スマホ育児の適切さをスマー
トフォンで手軽に自己診断できるウェブサイト を公開しました。
「機器利用の時間や場面」「情報の内容と保護者の関わり方」「機器の
与え方」「保護者自身の知識や使い方」の4領域に関する計16問の質問
に答えることで、現時点での各家庭の取り組みの適切さがかんたんに自
己診断できます。研修会などでもご活用ください。

乳幼児とスマホ 保護者のためのセルフチェック－スマートフォンで手軽に自己診断できるウェブサイト

https://www.child-safenet.jp/selfcheck/

インターネット利用に必要な力は、保護者が子どもに寄り添いながら育てていくことが不可欠です。
子どもネット研は、子どもを護り育てる保護者を引き続き支援して参ります。

運営体制：
事務局：ヤフー株式会社、ネットスター株式会社

アルプス システム インテグレーション株式会社
運営支援：ポールトゥウィンホールディングス株式会社

child-safenet.jp

https://www.child-safenet.jp/material/guide06_model/
https://www.child-safenet.jp/selfcheck/


利用機器の多様化や利用開始の低年齢化などが進む中、利用者のリテラシー向上を目的とした教育は、全国各地で活発に行われています。しか

し、こうした教育事業を遠隔地からの講師招致だけで乗りきることは、長期的には難しく、教育・啓発の担い手となる人材を育成し、地域の状

況に合わせた教育・啓発活動を推進できる環境を自ら整備していくことが大切です。

そこでSIAでは、専門家会議「子どもたちのインターネットについて考える研究会」との連携により、人材の育成や知識・スキルの認定、活動

支援などを行うネットセーフティプログラムを提供し、地方自治体の課題状況に応じたカリキュラムやコースを提案し、課題解決を支援します。

ネットセーフティ教育プログラム
安心・安全なネット社会の実現に向けた、利用者および指導者の育成

saferinternet.or.jp

消費生活相談員としてインターネット利用に関する啓発講座の講師を務める中で、専門的な
勉強をする必要を感じたことが受講のきっかけです。
ネットの利用状況についてのデータ資料がまとまっていて、わかりやすく、現状把握をする
という点でよかったと思います。例えば、高校生がインターネットで学習するときに感じた
ことや大人のSNSの利用傾向など、意外と自己認識と現状では違うこともあることを気づか
されました。また、トラブルの背景やその対処、助言について具体的な提示があり、活動の
際に有用だと思います。

受講者の声

ネットセーフティ教育プログラムは、インターネットの安全な活用のための教育啓発講座に、講師として登壇できるネットセーフティ・インス

トラクター、学習機会の企画・開催や周囲の相談に応じられるネットセーフティ・アドバイザーを認定するプログラムです。

▶受講者の声はこちら https://www.saferinternet.or.jp/edu/list_of_certified/

▶ネットセーフティ教育プログラム：https://www.saferinternet.or.jp/edu/

★★★

★★

★

Specialist

Instructor

Adviser

ーYahoo! JAPANでは、SIAネットセーフティ教育プログラムの運営支援を行っていますー

https://www.saferinternet.or.jp/edu/list_of_certified/
https://www.saferinternet.or.jp/edu/
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